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令和７年度事業評価　　【事後評価】 対象事業総括表（交付金事業）

15
社会資本総合整備計画
高速道路ＩＣ等へのアクセス向上による地域
活性化支援

香川県
高松市外

3市町
2021
(R3)

2025
(R7)

有

16
社会資本総合整備計画
市街地における安全・安心な通学路づくり
（防災・安全）

香川県
高松市外

3市
2021
(R3)

2025
(R7)

有

17
社会資本総合整備計画
高松市大工町・磨屋町地区第一種市街地再
開発事業整備計画

高松市 高松市
2022
(R4)

2023
(R5)

無

18
都市再生整備計画
（都市構造再編集中支援事業）
山田地区都市構造再編集中支援事業

高松市 高松市
2019
（R1）

2023
（R5）

無

対象番号1～5は第１回委員会、対象事業6，7は第２回委員会、対象番号8～14は第３回委員会で審議

継続
計画

事業完了
予定年度

評価
対象
番号

事　業　名 事業主体 事業実施箇所 着手年度
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令和７年度　事業評価　【事後評価】対象事業総括表（交付金事業）【詳細版】

令和７年11月現在

単位
当初

現況値
最終

目標値
達成値 達成率

道
路
課

15

社会資本総合整備計画

高速道路ＩＣ等へのアクセス
向上による地域活性化
支援

香川県 3,873
2021
(R3)

2025
(R7)

有

高速道路IC、鉄道新駅、
工業団地へのアクセス道
路の整備を行い、利用者
の移動の利便性向上を図
る。

・バイパス：9.3ｋｍ
・現道拡幅：0.7ｋｍ
・交差点改良：1箇所

【一定の効果があった】

・事業の実施により、バイパ
スの一部区間及び交差点が
整備され、高速道路IC等か
ら周辺幹線道路までの所要
時間の短縮が図られた。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率
（事業費ベース）
　　　89％

・予算確保が十分で
なかったことにより進
捗が遅れている事業
もあるが、概ね計画
通り進捗している。

所要時間の短縮率

１－Σ（完成後の所要時
間）/Σ（現況の所要時
間）

％ 0 6 4 67%

【継続】

・引き続き高速道路IC等
へのアクセス道路の整備
を行い、利用者の移動の
利便性向上を図る。

・事業の完了時期や整備
効果等により優先順位を
精査し、効率的かつ計画
的に事業を進める。

資
料
15

都
市
計
画
課

16

社会資本総合整備計画

市街地における安全・
安心な通学路づくり
（防災・安全）

香川県 4,506
2021
(R3)

2025
(R7)

有

・歩行者空間及び自転車
走行空間の確保や分離を
行い、安全確保を図るとと
もに、都市景観の向上及
び緊急輸送路等の防災機
能の強化を図る。

・現道拡幅：５路線
・無電柱化：２路線
・幅員再配分：
　　　　　　　　１路線

計６路線（複合して
事業を実施している
路線有）

【一定の効果があった】

・事業の実施により、2路線
の事業が完了し、自転車歩
行者道を0.43㎞、無電柱化
を0.30㎞整備したことによ
り、自転車・歩行者の安全確
保とともに、都市景観の向上
及び緊急輸送路等の防災機
能の強化が図れた。

【概ね計画通り進捗】

・進捗率
（事業費ベース）
　　96.0%

・地権者や地元関係
者との協議に不測の
日時を要したことによ
り進捗が遅れている
事業もあるが、概ね
計画通り進捗してい
る。

歩行者空間及び自転車
走行空間の分離などによ
り、安全に通行できるよう
になる人数(安全通行確
保人数)

Σ｛(各路線を通行する歩
行者及び自転車の人(台)
数/12h)×(各路線の対
策：完了1、未完了0)}

人
(台)

0 2,414 1,607 67%

【継続】

・引き続き、街路の整備を
行い、歩行者及び自転車
が安全に通行できる空間
の確保に努める。

・計画目標どおりの予算
確保に努める。

資
料
16

都
市
計
画
課

17

社会資本総合整備計画

高松市大工町・磨屋町地区
第一種市街地再開発事業
整備計画

高松市 88
2022
(R4)

2023
(R5)

無

中心市街地活性化基本計
画エリア内において、市街
地再開発事業により都市
機能の更新、魅力ある都
市空間や住環境の整備等
を、地元まちづくり活動と
の連携のもと推進し、快適
で魅力ある中心市街地の
再生を目指す。

磨屋町街区
・医療施設併設共同
住宅
　RC造地上11階
　　　　　　（約55戸）
　医療施設：
　　　　　　延845㎡
上記整備に伴う物
価異常高騰分

【一定の効果があった】

・磨屋町街区では、医療施
設が併設された共同住宅を
整備することで、地域医療を
担うとともにまちなか居住が
促進された。

【計画通り進捗】

・進捗率
（事業費ベース）
　　　100%

・事業は計画通り進捗
した。

丸亀町商店街の歩行者
等通行量を21,898人／日
に増加させることで、商店
街のにぎわい創出を図
る。

人/日 21,586 21,898
25,813
（R6）

118%

【完了】

資
料
17

地域交流施設の利用者
数
（川島コミュニティセンター
の利用者数）

人/年 0 24,000
21,163
（R6）

88%

コミュニティバス利用者数 人/年
6,584
（Ｈ29）

6,600
4,447
（R6）

67%

対象番号1～5は第１回委員会、対象事業6，7は第２回委員会、対象番号8～14は第３回委員会で審議

【計画どおり進捗】

・進捗率
（事業費ベース）
　　　100%

【完了】

資
料
18

2019
（R1）

2023
（R5）

無

本市の目指す「多核連携
型コンパクト・エコシティ」
の実現のため、東部南地
域の生活交流拠点として、
地域の日常生活に欠くこと
のできない各種サービス
機能を提供する集約拠点
としての環境づくりを効果
的に行うとともに、公共交
通サービスの向上を目指
し、交流を育み、定住を促
す、安全・便利な魅力ある
まちづくりを実現する。

【基幹事業】
　地域交流センター
　　　　　　A=765㎡
　道路標識 N=１基
　道路改良工事
　　　　　　 L=250m
　川島中央公園
　　　　　　 A=0.24ha
　
【提案事業】
バスロータリー整備
　　　　　　A=608㎡

所
属

No.
① 事業名

（計画の名称）

②
事業
主体

【一定の効果があった】
・整備された地域交流セン
ター（川島コミュニティセン
ター）を利用し、様々なイベ
ント・講座等が開催され、地
域の交流とにぎわいの創出
が出来た。

都
市
計
画
課

18

都市再生整備計画

山田地区都市構造再編
集中支援事業

高松市 632

⑪ 定量的指標

③ 全体
事業費

（百万円）

④
着手
年度

⑤
完了
年度

⑨ 事業効果の発現状況⑧ 事業概要 ⑩ 要素事業の進捗
状況

⑥
継続
計画

⑦ 計画の目標 備考
⑫ 定量的指標の現況値及び目標値 ⑬ 実現状況

⑭ 今後の方針

【参考】上段：所要時間

下段：短縮時間

52.5分 49.2分
(3分短縮)

50.5分
(2分短縮)
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社会資本総合整備計画等の

事 後 評 価 に つ い て
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社会資本整備総合交付金事業について
◆国土交通省所管の個別補助金を一つの交付金に原則一括化し、自由度が高く、 創意工夫を

生かせる総合的な交付金として、平成22年度に創設

◆地方公共団体が地域の課題を自ら抽出して作成する「社会資本総合整備計画」に基づき、

計画の目標実現のための､ 基幹的な社会資本整備事業のほか、関連する社会資本整備や

ソフト事業等を総合的・一体的に支援 （ハード・ソフトの両面からトータル支援）

◆社会資本総合整備計画に位置付けられた事業の範囲内で国費を自由に充当可能

概

要

○基幹となるハード整備
（道路､治水､港湾､下水道､都市公園､住環境整備 等々）

○基幹事業と一体的に行う他種のハード整備
（関連する各種の社会資本整備事業）

○計画の目標実現のため基幹事業等と一体となって、
基幹事業の効果を一層高める事業 （ソフト事業を含む）

基 幹 事 業

関 連 事 業

効果促進事業

社会資本
総合整備
計 画 書

目標実現のため
複数の事業を

ﾊﾟｯｹｰｼﾞ化して採択
★計画の名称 ★計画（ﾊﾟｯｹｰｼﾞ）の目標 ★計画の期間 （概ね３～５年で設定）

★目標達成のため必要な交付対象事業 ★全体事業費

★事業効果の把握及び評価に関する事項
（ 定量的な成果指標 ： 現況値 ⇒ 中間目標値 ⇒ 最終目標値 ）

事後評価（計画期間終了時）
①要素事業の進捗 ②事業効果の発現状況
③最終目標値の達成状況 ④今後の方針

事後評価の結果を次期計画に反映
同種事業の計画策定･事業運営に反映

香川県
公共事業

評価委員会

13



事後評価書 （見本）

社会資本総合整備計画（水の安全・安心基盤整備）
1 総合的な土砂災害対策の推進（防災・安全）

平成22年度　～　平成26年度　（5年間）

・人命と財産を守るための砂防施設等の整備（安全・安心の向上）

・土砂災害警戒区域等の指定促進

　１．事業効果の発現状況 ：　十分な効果があった　　（　一定の効果があった　・　効果がなかった　）

・土砂災害を受ける恐れのある人家 1,161戸を保全する。

・土砂災害を受ける恐れのある災害時要援護者施設 6箇所を保全する。

（H22当初） （H24末） （H26末）

砂防施設の整備に伴い土砂災害から保全される人家数 目標値： 13,790 戸 14,568 戸 14,951 戸

達成値： 14,800 戸 87.0%

砂防施設の整備に伴い土砂災害から保全される災害時要援護者施設数 目標値： 55 箇所 57 箇所 61 箇所
達成値： 59 箇所 66.7%

Ａ１　砂防事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-A1-1 砂防 一般 香川県 直接 － 東かがわ市 82 20 24.4% 予算が確保できなかった

1-A1-2 砂防 一般 香川県 直接 － 砂防堰堤工2基 東かがわ市 200 20 10.0% 用地難航箇所

1-A1-3 砂防 一般 香川県 直接 － 砂防堰堤工1基 東かがわ市 112 112 100.0%

394 152 38.6%

Ａ２　地すべり対策事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-A2-1 地すべり 一般 香川県 直接 － 横ボーリング工、アンカー工 仲多度郡まんのう町 81 81 100.0%

1-A2-2 地すべり 一般 香川県 直接 － 横ボーリング工 高松市 42 42 100.0%

123 123 100.0%

合計 517 275 53.2%

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
香川県、東かがわ市、多度津町、土庄町、坂出市、善通寺市、小豆島町、宇多津町、さぬき市、高松市、丸亀市、三豊市、観音寺市、三木町、直島町、綾川町、琴平

町、まんのう町

計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値 中間目標値 最終目標値

進捗率

（事業費ベース）
55.0%

7.09%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
538百万円 Ａ 517百万円 Ｂ 百万円 Ｃ 21百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
3.90%

交付対象事業

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費

（百万円）

上日開谷川通常砂防事業 砂防堰堤工1基

大楢川通常砂防事業

森兼川通常砂防事業

小計（砂防事業）

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名
全体事業費

（百万円）

横畑地区地すべり対策事業

桧地区地すべり対策事業

小計（地すべり対策事業）

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

Ｂ275百万円

土砂災害から保全される人家が1,010戸、災害時要援護者施設が4箇所増加するといった効果や、地元説明会を行うことによって、県民の方々に土砂災害に対する認識を深めていただけるといった定性的な効果も確認した。
効果促進事業においても、各市町の土砂災害ハザードマップが完成・各家庭に配布され、自治会の集会などで自宅付近の危険箇所や避難場所等を確認したり、近隣に完成した砂防施設の効果を認識していただくなど、
一体的に実施した成果を確認した。

備考達成率

実施事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
296百万円 Ａ 百万円 Ｃ 21百万円

効果促進事業費の割合

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

実施事業費

（百万円）

実施事業費

（百万円）

実施事業費

（百万円）

見 本
⑨事業効果の発現状況

⑫～⑬最終目標値の達成状況

⑩各要素事業の進捗状況

計画通り進捗しなかった理由

実際の実施期間を記載
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事後評価書 （見本）

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1-C1-1 計画･調査 一般
東かがわ

市
直接 - 東かがわ市 3 3 100.0%

1-C1-2 計画･調査 一般 多度津町 直接 - 多度津町 14 14 100.0%

1-C1-3 計画･調査 一般 土庄町 直接 - 土庄町 4 4 100.0%

合計 21 21 100.0%

番号 備考

1-C1-1

1-C1-2

1-C1-3

その他関連する事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 進捗率 備考

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

砂防 一般 香川県 直接 － 西谷上川通常砂防事業 砂防堰堤工1基　 45 45 100.0%

砂防 離島 香川県 直接 － 平野川西川通常砂防事業 砂防堰堤工1基 25 0 0.0% 予算が確保できなかった

総流防 一般 香川県 直接 － 香川西部圏域総合流域防災事業 38 38 100.0%

合計 108 83 76.9%

要素事業の事業進捗

　　計画通り進捗　（　概ね計画通り進捗　・　進捗が不十分　）

・一部、予算確保が十分でなかったため進捗が遅れているところもあるが、ほぼ計画通り進捗している。

・用地難航箇所においては、地権者に対する説明回数を増やし、ようやく納得していただいた。

２．今後の方針

　　継続　（　計画見直し　・　完了　）

・整備計画としての適切性の評価による次計画での見直し事項

・遅延対策

・次計画における改善策（目標値が達成できなかった場合）

番号 事業者 種別等 要素となる事業名 事業内容 市町村名

ハザードマップ ハザードマップ作成
東かがわ市における土砂災害ハ

ザードマップの作成

ハザードマップ ハザードマップ作成
多度津町における土砂災害ハ

ザードマップの作成

事業者 要素となる事業名(事業箇所） 事業内容・規模等 市町名

ハザードマップ ハザードマップ作成
土庄町における土砂災害ハザー

ドマップの作成

一体的に実施することにより期待される効果

ハザードマップの公表により、災害時における住民の適切な対応を促し、土砂災害の軽減を図る。

ハザードマップの公表により、災害時における住民の適切な対応を促し、土砂災害の軽減を図る。

A'

高松市

小豆郡小豆島町

法面工1式 仲多度郡多度津町

ハザードマップの公表により、災害時における住民の適切な対応を促し、土砂災害の軽減を図る。

全体事業費

（百万円）

Ｂ' Ｃ' 3.25%
(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）

(Ｃ+Ｃ')／（(Ａ＋Ａ')＋(Ｂ＋Ｂ')＋(Ｃ＋Ｃ')）

Ａ' 108百万円

実施事業費

（百万円）

全体事業費

（百万円）

実施事業費

（百万円）

Ａ' 83百万円 Ｂ' Ｃ' 5.54%

⑩進捗状況（まとめ）

⑭今後の方針

見本
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